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EA対策コース はじめに

当コースは、「U.S.CPA 学習経験者」を対象とし、効率よくEA試験合格を
目指していただくためのコースです。

≪当コースに含まれる教材≫
下記３点の教材が含まれています。
① GLEIM教材 ※コンピュータ演習ソフトを含む。
② 「厳選問題要点ノート」（パワーポイント資料）
③ 「全問日本語ポイント解説」（補助レジュメ）

≪税法数値等について≫
EA試験では、一部の数値を正確に覚えていることが要求されます。
2012年5月1日～2013年2月28日までの試験期間は、
2011年度申告の数値での出題となります。

EA試験概要

EA試験は、３つのパート（試験）から構成されています。

Part 1：Individuals 連邦個人所得税および連邦贈与税・相続税
が出題される。

Part 2：Businesses 連邦税において事業に関連する税法が出題
される。

Part 3：Representation,
Practice, and Procedures

税務代理業務および諸手続きが出題される。

• 各パート3.5時間のコンピュータ試験となり、各100問の四択問題が出題され
ます。１問あたりの解答時間は２分程度が目安となります。

• 合格には約70%の正答率が必要です。問題の難易度に応じて得点数が異なり、
採点の対象とはならない問題も一部含まれています。

• 試験終了時に試験結果がわかります（スコア105～130が合格）。

２年有効な科目合格制度があり、どの科目から受験・合格しても構いませんが、
パート１⇒２⇒３の順序で学習・受験することをお勧めします。
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学習の流れ 【Point #1】

Aランク
U.S.CPA試験内容と重複する基本的な問題
※一部、FAR（財務会計）・BEC（管理会計）の内容を含む。

Bランク
EA試験特有の上級論点（細かい論点）を含む問題

Cランク
合否には影響が少ない余力がある方向けの問題
（チャレンジ問題）

問題ランク分け

GLEIMテキスト掲載問題について、下表の３つにランク分けしています。
効率よく演習を進めてください。

学習の流れ 【Point #2】

合格までの流れ

① 講義にて
“厳選問題”

短期合格

② 残りの問題演習

３つのパート（試験）に共通する内容

講義で扱わなかったGLEIMテキストの残りの問題を中心

に、補助レジュメの「全問ポイント日本語解説」を見ながら
効率的に演習を行ってください。

GLEIMは問題集での75%以上の正答率を合格レベルと
しています。A及びBランクのみで十分合格が可能です。

GLEIMオンラインにログインし、EA Test Prep Software
をダウンロードしてください。Create a Sessionをクリック
⇒Test Sessionをクリック⇒Partを選択しNextをクリック
⇒画 面 下 の Select All を ク リ ッ ク し て 全 Unit を 選 択
⇒抽出基準等を選択⇒100問に設定⇒コンピュータ画面
上でランダム100問演習にチャレンジしてください。

講義にて、A及びBランクの厳選問題とその要点を当パワ
ーポイント資料を用いて解説します。

※講義で演習する厳選問題には、補助レジュメ「全問ポイ
ント日本語解説」内に★マークを付けてあります。

③ ランダム100問
（模擬試験）
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コンピュータ形式のEA試験

以下は、GLEIMの模擬試験コンピュータ画面のサンプルです。

Previous：前の問題に戻る。

Next：次の問題に進む。

Mark：見直したい

問題はこのボタン
をクリックしておく。

Calculator：
電卓

PC画面上の電卓

以下は、GLEIMの模擬試験コンピュータ画面のサンプルです。

（注）日本国内のテストセンターでは、
PC画面上の電卓以外に、

通常の卓上電卓も配布されます。
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REVIEW 画面

以下は、GLEIMの模擬試験コンピュータ画面のサンプルです。

Review Marked：
マークを付けた
問題のみ順に表示。

Review Marked：
未回答の問題のみ
順に表示。

問題番号をクリックして、お勧め!!
その問題を表示することもできる。

END：注意!!
試験を終了する。

U.S.CPA試験（TAX）との違い

日本企業の海外進出が進む中、
「国際税務」の課題に直面することは少なくありません。

資格取得だけでなく「税務に関連する英語表現を学ぶこと」
に価値があると思います。

EA試験では、U.S.CPA試験（TAX）と比べ、

より深く細かい税法知識
が要求されています。

税金を課すIRSが出題者
であること。


